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事事例例  ３３（（聴聴覚覚））  

（（適適切切なな事事例例・・新新規規にに２２級級のの診診断断））  

 
・ 聴覚障害の手帳を所持していない者に対して、新規に聴覚障害「２級」の診断

をした事例である。 

・ 平成２７年４月の認定基準の一部改正に伴い、手帳非所持者に対する聴覚障

害２級の認定には「他覚的聴覚検査」が必須になったことから、この事例の場

合には、聴性脳幹反応検査（ABR）を実施し、その記録データが添付されてい

る。 

〔解説〕 

純音検査の結果は、右１０５dB、左１０２ｄＢと、両耳ともに１００dB以上であり、 

他覚的聴覚検査の聴性脳幹反応検査（ABR）の結果から、両耳ともに１００dB以

上に反応がないことが読み取れ、聴覚障害２級の認定は妥当である。  

〔都の基準〕 

聴聴覚覚障障害害「「２２級級」」のの診診断断ををすするる場場合合のの取取扱扱いいににつついいてて  

  聴覚障害の手帳を所持していない者に対して、聴覚障害「２級」の診断をする 

場合には、聴性脳幹反応検査（ＡＢＲ）等の他覚的検査又はそれに相当する検査 

（遅延測音検査、ロンバールテスト、ステンゲルテスト等）を実施し、その結果（実

施した検査方法及び検査所見）を記載し、記録データのコピー等を添付すること。 

 また、過去に聴覚障害の手帳の取得歴があるが、検査時に所持していない場

合も同様に取扱うこととする。 
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第4号様式(第3条関係) 

    聴覚・平衡・音声・言語又はそしゃくの機能障害の状況及び所見 

 1 聴覚障害の状況及び所見 

  (1) 聴力(会話音域の平均聴力レ

ベル) 

     

 (4) 聴力検査の結果(ア又はイのいずれか

を記入する｡) 

 

  

 ア 純音による検査  

    ＡＡＢＢＲＲ：：両両側側  ssccaallee  oouutt  

        

 

      500   1000  2000   Hz 

  

右   １１００５５．．００ dB 以以上上

  

左   １１００２２．．５５ dB 以以上上

  (2) 障害の種類 
 

        

  

  

伝 音 難 聴 

 

        
0
        

10

感 音 難 聴 
        

20
        

30
混 合 難 聴 

        
40

        
50

  (3) 鼓膜の状況 

(右)     (左)  

   

      穿穿孔孔        術術後後耳耳  

  (5)  身体障害者手帳（聴覚障害）の

     所持状況   

有  ・  無  

(注) ２級と診断する場合、記載すること。

        
60

        
70

        
80

        
90

        
100

        
110

  dB 

 

  イ 語音による検査（語音明瞭度） 

 

    右     ％ （   ｄＢ）

    左     ％ （   ｄＢ）

 2 平衡機能障害の状況及び所見 

  (1) 平衡失調の状況         

 

   ア 末梢性                  

   イ 中枢性 

   ウ その他(           )  

 

 

  (2) 所見 

 

   ア 閉眼起立   (可・不可) 

   イ 開眼直線歩行10m(可・不可) 

   ウ 閉眼直線歩行10m(可・不可) 

 

 

 

 

AABBRR
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事事例例  ４４（（聴聴覚覚）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・語語音音明明瞭瞭度度５５００％％以以下下）） 

 
語音明瞭度の検査は 

・ その音量を適度に調節し、被検査者に最も適した状態で行うこと。 

・ スピ－チオージオグラムの場合、そこで描かれた語音明瞭度曲線から得られ 

 る最高明瞭度を以って、その結果とすること。 

 

〔解説〕 

 純音による検査が４分法で右 ７２．５ｄＢ、左 ８０．０ｄＢなのに、語音明瞭度は 

右 ２５％（７０ｄＢ）、左 ３５％（８０ｄＢ）とあり、記載してある語音明瞭度検査結 

果が最高明瞭度ではない可能性がある。語音明瞭度検査の具体的な結果等の 

再検討が必要と考えられる。 
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事事例例  ４４（（聴聴覚覚）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・語語音音明明瞭瞭度度５５００％％以以下下）） 

 
語音明瞭度の検査は 

・ その音量を適度に調節し、被検査者に最も適した状態で行うこと。 

・ スピ－チオージオグラムの場合、そこで描かれた語音明瞭度曲線から得られ 

 る最高明瞭度を以って、その結果とすること。 

 

〔解説〕 

 純音による検査が４分法で右 ７２．５ｄＢ、左 ８０．０ｄＢなのに、語音明瞭度は 

右 ２５％（７０ｄＢ）、左 ３５％（８０ｄＢ）とあり、記載してある語音明瞭度検査結 

果が最高明瞭度ではない可能性がある。語音明瞭度検査の具体的な結果等の 

再検討が必要と考えられる。 
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第4号様式(第3条関係) 

 聴覚・平衡・音声・言語又はそしゃくの機能障害の状況及び所見 

 1 聴覚障害の状況及び所見 

  (1) 聴力(会話音域の平均聴力レ

ベル) 

 (4) 聴力検査の結果(ア又はイのいずれかを

記入する｡) 

 

  

 ア 純音による検査 

 

 

      500   1000  2000   Hz 

  

右   ７７２２．．５５  dB 

  

左   ８８００．．００  dB 

  (2) 障害の種類 
  

        

  

  

伝 音 難 聴 

  

        
0 
        

10 
感 音 難 聴 

        
20 

        
30 

混 合 難 聴 
        

40 
        

50 
  (3) 鼓膜の状況 

     両両鼓鼓膜膜正正常常  

(右)     (左)  

    
 (5)  身体障害者手帳（聴覚障害）の 

     所持状況   

有  ・  無  

(注) ２級と診断する場合、記載すること。 

        
60 

        
70 

        
80 

        
90 

        
100 

        
110 

  dB 

 

  イ 語音による検査（語音明瞭度） 

 

    右  ２２５５ ％ （７７００ｄＢ） 

    左  ３３５５ ％ （８８００ｄＢ） 

 2 平衡機能障害の状況及び所見 

  (1) 平衡失調の状況 

 

   ア 末梢性 

   イ 中枢性 

   ウ その他(             ) 

 

 

  (2) 所見 

 

   ア 閉眼起立   (可・不可) 

   イ 開眼直線歩行10m(可・不可) 

   ウ 閉眼直線歩行10m(可・不可) 
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